
































はじめに 

妊婦健診情報の活用にあたっては,保健・医療担当者の専門活動の場における妊婦健診情報

の活用とともに,妊婦自身のセルフ・ケアに関連した活用の場が考えられる。前者の場合も

そうであるが,とくに後者の場合には妊婦自身の健康に関する知識・態度・行動を含めた包

括的な内容のものが検討の対象となる。研究協力者の笹井,山田は,大都市地域での保健所

で把握される妊婦のハイ・リスク情報ならびにいわゆる里帰り分娩についての状況,さらに

東京都の中でもとくに中野区に多い死産について検討を加えた。研究協力者の西山,酒井は

，市町村を管内にもつ保健所について,妊婦健診情報の実態をしらべ,妊婦の健康状態に関

する情報源として妊婦健診受診票の記載事項の他に,妊娠届・母親教室などの情報源につい

ても検討した。 


